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[はじめに]人工呼吸中の気道管理におい

て湿度の管理は重要であり、特に加温加湿器

を使用する場合、温度設定は注意を要する。

加温加湿器の Yポート部設定温度(患者口

元温度)と呼吸回路内の吸気ガス温度の変化

を呼吸毎に波形として測定し検討を行った。

[方法]加温加湿器として F&P製MR73

O使用し、メーカーの推奨する温度設定 (y

ポート部分の温度 39"C)を行い、呼吸回路内

のホースヒータの有無による状態での比較検

討を行った。実験条件として、加温加湿器

MR730(F&P)、(1)標準回路，y ホ。ー ト部温度

35"C ，37"C ，39t ，(2)ヒータワイヤ仕様，yホ。ート

部温度 39"C.人工呼吸器 740(P.Bよ 換気条

件 CMV，自発 (PSV)、流量 10，30，50，70Ll分、

1回換気量 100，300，500，700，900mL，測定環

境、室内温度 24.1"-24.8"C、室内湿度 49% "-' 

52%で行った。

{結果]ヒータワイヤ無しの呼吸回路におい

て、呼吸回路のチャンパ内温、 Yポート部温、

カテーテルマウント内温、モデル肺内の温度

波形変化は、チャンパ内温の振幅変化が最大

で、モテ.ル肺内部温が最小であり、且つピー

ク値と平均値がほぼ一致した。又、図上段よ

りYポート部設定温度 39"Cにおいて、ピーク

値温度と MR730表示温度(平均値)との較差

は、ヒータワイヤ無しで 3.36"C:l: 0.91となり、

加温加湿器表示温度より 3度前後高値を示すc

一方、ヒータワイヤを使用した場合は図下段

を示す。 一方、ヒータワイヤを使用した場合

は図 2に示すよう結果となった。流量により

温度コントロールの状態がことなるようであ

り、流量 10 LI分では、コントロールができ

ていない。 Yポート部におけるピーク温度と

加湿器の表示温度の差については、 6.58"C士

4.I<流量 50Ll分"-'70Ll分では、 2.87"C土0.53)

が認められた。図より、吸気流量 301Ll分、 1

回換気量 300mL以上では、ヒータワイヤを用

いた方が温度コントロールが安定しているこ

とが理解できる。
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